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「横浜市環境管理計画」は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づき策定する環境の総合 

計画です。環境を取り巻く状況の変化に対応し、環境行政を総合的に推進するため、「横浜市環境管理計画」

を平成 23 年に策定し、その取組を検証・評価し、成果や明らかとなった課題、環境創造審議会からの答申を

反映させて平成 27年１月に改定しました。本書はこの計画の取組状況をまとめたものです。 

計画期間は、中長期的な視点での目標としては、2025（平成 37）年度まで、事業の実施に 関する視点での目

標は、2017（平成29）年度までとしています。 

＜施策の体系＞ 
■ 総合的な視点による基本政策として、「環境と人・地域社会」「環境と経済」「環境とまちづくり」の３つの 

視点による体系を構築し、総合的・横断的に取組を進めます。 

■「地球温暖化対策」及び「生物多様性」については、持続的に、様々な施策と連携して推進することで、より 

大きな効果を生み出すため、環境行政における包括的な分野として位置づけます。 

■環境側面からの基本施策として、「地球温暖化対策」「生物多様性」に加え、「水とみどり」「食と農」 

「資源循環」「生活環境」の６つの視点から施策を体系化します。 
 

 

 

 

計画の実効性を確保し、環境行政の継続的な進化を図るため、環境施策の取組状況を把握し、その成

果や課題を今後の取組へつなげます。※評価にあたっては、取組状況を行政自ら点検・評価、市民意識調

査の結果を踏まえて、横浜市環境創造審議会において外部からの点検・評価・提言をいただき、各取組・

施策につなげていきます。 
 

 

 
 

はじめに 

環境行政のプロセス管理 

「横浜市環境管理計画」について 

はじめに 



 

 

 

 

 

本書は「はじめに」「特集」「第１章 総合的な視点による基本政策」「第２章 環境側面からの基本施策」 

「第３章 区役所の環境施策」「資料編」で構成されています。 
 
 

第１章 総合的な視点による基本政策 
第２章 環境速⽬からの基本施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

第３章 区役所の環境施策 
18 区役所の環境に関する主な取組をまとめています。区民や団体、企業と連携して様々な取組を展開して 

います。 

 

 

 

「横浜の環境」は、「横浜市環境の保全及び総合に関する基本条例」第 20 条に基づき、「横浜市環境管理計

画」に掲げた施策・事業の進ちょく状況をまとめ、毎年、年次報告書として公表しているものです。 

 

 

 

 

 

 

 

年次報告書について 

本書の構成 は
じ
め
に 

2025（平成 37）年度までの

環境目標 

2017（平成 29）年度までに

実施・着手する主な取組 

1 章 2 章とも各項目の総合評価を記載

しています。 

 さらに第２章では、第１章の「総合的

な視点による基本政策」の柱である、

「環境と人・地域社会」「環境と経済」

「環境とまちづくり」の視点から各施策

を評価しました。 

第１～２章の構成・内容 

総合評価 




